
AGE030-P21 会場:コンベンションホール 時間: 5月26日17:15-18:30

水田型動電学的土壌浄化試験による農地土壌の重金属移動特性

Characteristics of movement of heavy metals in farmland soil by paddy
field type electrokinetic soil remediation test
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近年，国際的な食品規格の見直しにより米など食品中のカドミウムに関する基準値が策定され，
農用地におけるカドミウム汚染のリスク低減技術の開発が求められている．演者らは，動電学的
手法(EK法)によるカドミウム汚染農地を対象とした浄化技術の開発の一環として，水田への適用
を想定した水田型EK試験(TEK)を実施し，以下の知見を得た．
１）EK法は農地土壌のような低濃度の重金属汚染土壌に対しても有効性が確認された．
２）重金属の移動の順序は，鉄＞マンガン＞亜鉛＞カドミウム，であった．
３）銅・鉛・ニッケルの浄化効率は亜鉛やカドミウムと比べると低く，クロムや砒素では浄化が
認められなかった．
４）処理土壌のｐHは顕著に低下し，カルシウムやマグネシウムといった交換性塩基が失われ
た．
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